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漫画を⽤いた糖尿病教育は講義と同等に⼦どもの知識と運動量を増やす 
 

⼦どもに対する糖尿病教育において、教材として漫画を⽤いた場合、講義と同じように糖尿病に対する
知識や予防のための運動量を増やせることが分かりました。また、漫画を読むことは「満⾜」と感じやす
く、その気持ちが⾏動の変化につながることも明らかになりました。 

 

糖尿病は、⼦どもから⼤⼈まで広く⾒られる病気であり、⼩児期での適切な知識や⽣活習慣の獲得
がとても⼤切です。しかし、「糖尿病は怠け者の病気」「インスリンを使うと動かない⽅が良い」など
の誤解も多く、分かりやすく正しい知識を提供する⼯夫が必要です。本研究では、糖尿病をテーマにし
たオリジナル漫画を作り、これを使った教育の効果を調べました。茨城県に住む 8〜15 歳の⼦ども 30
⼈を対象とし、無作為に、漫画を読むグループと講義を受けるグループに分けました。最初の 2 週間
は加速度計（歩数などを測る機械）により⾝体活動量を測定し、その後、糖尿病の知識を問うテストを
⾏いました。そして 6 か⽉後に再度、測定とテストを⾏いました。 

その結果、どちらのグループも糖尿病の知識が⼤きく伸び、毎⽇の歩数や運動量も増えており、漫画
と講義はほぼ同等の効果があることが分かりました。さらに⼼理的な効果として、漫画グループでは
講義グループと⽐べて「満⾜」といった気持ちが⾼まり、これがテストや活動量の伸びと関連していま
した。⼀⽅、講義グループではそのような関連は⾒られませんでした。すなわち、漫画には⼦どものや
る気や楽しさを引き出す働きがあると考えられ、教材によって教育効果の発揮メカニズムが異なるこ
とを⽰唆しています。 

本研究結果から、漫画を通じて糖尿病の正しい知識が得られ、さらに体を動かす⾏動変容にもつな
がることが明らかになりました。今後より多くの⼦どもを対象に研究を重ねることで、学校や地域で
の健康教育に役⽴つと期待されます。 
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 研究の背景  
1 型糖尿病（T1DM）は⼦どもに多い病気で、体の中でインスリンを作る細胞が壊れてしまうために起

こります。近年、世界的に T1DM の増加が報告されていますが、さらに 2 型糖尿病（T2DM）も⼦ども
に増えていることが問題になっています。糖尿病を持つ⼦どもが健やかに⽣活するためには、⾃分や家族
が正しい知識を持つだけでなく、学校や周囲からの理解も⼤切です。しかし、T1DM と T2DM の違いや、
インスリン注射や⾷事管理について、必ずしも正しく知られていないのが現状です。そこで本研究グルー
プは、漫画教材を使って糖尿病を楽しく学べる⽅法として「ゲーミフィケーション注１）」という考え⽅を
取り⼊れ、学びを遊びやゲームのように感じられるように⼯夫された教材を作成しました（図１）。これ
までに、糖尿病の教育⽤の漫画を製作し T1DM の⼦どもたちに配布したところ、漫画を読むことで運動
習慣が⾼まる可能性が⽰されており、今回の研究では、⼩学⽣および中学⽣に漫画を配って知識や運動習
慣（⾝体活動量注２））の変化を調べるとともに、講義による学びとの違いや学ぶときの⼼理的な影響も検
討しました。 
 
 研究内容と成果  

本研究では、茨城県在住者を対象とした地域の広報誌によって参加者を募り、8~15 歳であること、医
師から運動の制限の指⽰を受けていないこと、歩⾏や⽣活が⾃⽴していること、の条件に該当する応募者
30 ⼈を対象としました。糖尿病教育の⽅法を⽐較するため参加した⼦どもは、無作為に、漫画を読むグ
ループと講義を受けるグループに分けられました。両グループとも、最初に糖尿病に関するテスト（45
点満点）を⾏い、また 2週間に渡り加速度計を装着し活動量を測定しました。その後、漫画または講義に
よる教育（それぞれ 20分間程度）を受け、6か⽉後に再びテストと活動量の測定を⾏いました。漫画は
配布直後に保護者同席でそれぞれ個室で読んでもらい、講義は 5~8 名ほどの集団で保護者同席の元で受
講してもらいました。また、いずれのグループでも、終了後に参加者からの質問時間（5 分程度）が設け
られました。 

その結果、糖尿病の知識テストでは、どちらのグループも点数が⼤きく伸び、漫画を読んだグループは
平均 19 点から 11点（24％）、講義を受けたグループは平均 17 点から 10 点（22％）上昇しました。従
って、どちらの⽅法も、糖尿病に対する知識や理解を深める効果があると考えられます。また、⾝体活動
の結果も良好で、漫画を読んだグループでは 1 ⽇の歩数が平均 6,190 歩から約 1,400 歩増え、講義のグ
ループでも歩数が平均 6,640 歩から同じくらい増加しました。運動の強さを考慮した時間も両⽅のグル
ープで延びており、教育が体を動かすきっかけになった可能性があります。さらに、⼼理的な⾯では、講
義グループより漫画グループの⽅が、教育を受けた直後に「満⾜感」を感じやすいことが分かりました
（図２）。また、漫画を楽しく読めた⼦どもほど、歩数などの⾝体活動量が増える傾向にあり、逆に「怖
い」「悲しい」と感じた場合は知識や運動の伸びが⼩さくなる傾向がありました。⼀⽅、講義のグループ
では、このような気持ちの変化と⾏動変容との関係は⾒られませんでした（表１）。 
以上より、漫画による教育は、講義と同程度に知識や運動習慣を向上させることが分かりました。特に

漫画を⽤いた場合は「楽しさ」「満⾜度」「怖さ」といった⼼理的印象が、その後の知識習得や運動習慣と
関連しており、この特徴は講義による教育では認められなかったことから、効果の⼤きさは同等であって
も、教育効果の発揮メカニズムは異なる可能性があり、今後の教材開発に有⽤な知⾒と考えられます。 
 

 今後の展開  
今後は、より⼤規模な研究を⾏い、学校や地域社会における健康教育プログラムとして活⽤できる仕組
みづくりを⽬指します。漫画を⽤いた教育は、⼦どもが楽しみながら知識を⾝につけ、⾃然に体を動かす
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⾏動につながる点が強みです。糖尿病にとどまらず、肥満や⽣活習慣病の予防、さらにはメンタルヘルス
教育など幅広い分野への応⽤も期待されます。 
 
 参考図  

 
図１ 本研究で使⽤した糖尿病教育⽤の漫画の⼀部 
筑波⼤学の医学系と芸術系の教員が共同で開発した。全体のストーリー構成は理学療法⼠が担当し、その
草案をもとにイラストレーターの堀内奈保⽒が作画を⾏った。教材は 2 章構成で、1 型糖尿病と 2 型糖
尿病をテーマに、それぞれの発症、症状、治療法、⽇常⽣活での注意点を分かりやすく解説している。20
分程度で読める分量（56 ページ）に設計されている。 
https://www.geijutsu.tsukuba.ac.jp/~fumiaki/gluccie/gluccie_manga2.pdf 
 
 

 
図２ 各グループごとの⼼理状態の変化 
漫画グループと講義グループによる糖尿病教育を受けた⼦どもたちの、教育直後における⼼理的変化を
VAS 注３）で⽰している。（⾚⾊：漫画グループと講義グループで有意な変化が⽰された⼼理項⽬）（*：p＜
0.05） 
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表１ 各グループの⼼理的変化と 6か⽉間の調査前後でのテスト・⾝体活動量の変化の関係 
（数値は相関係数を⽰し、⾼いほど関係性が強い。†：p < 0.1、††：p < 0.05） 
 
A：漫画グループ 

 
 
B：講義グループ 

 
 

 ⽤語解説  
注１） ゲーミフィケーション 

ゲームの要素や仕組みを学習・医療・ビジネスなどゲーム以外の分野に応⽤し、⼈々の動機づけや⾏動
変容を促す⽅法。得点やランキング、遊びなどの仕組みを取り⼊れることで、楽しさや達成感を感じや
すくし、継続的な取り組みを⽀援する。 

注２） ⾝体活動 
通勤・通学や家事なども含めて、歩く、⾛る、遊ぶ、スポーツなど、体を動かすすべての⾏動を指す。
体を動かすことで筋⾁や⼼臓が強くなり、⽣活習慣病の予防や集中⼒の向上にもつながる。 

注３） VAS（Visual Analog Scale、視覚的アナログ尺度） 
⼈の気持ちや痛みの強さなどを数値化して表す⽅法。「まったくない＝0」から「とても強い＝100」ま
でのうち、対象者がその中で⾃分の感じ⽅に近い場所を指し⽰すことで数値化する。答えやすく、気持
ちの変化を客観的に⽐べることができる。 
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